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○９月定例会　平成26年度一般会計決算（Ｐ２）
○一般質問、ここが聞きたい（Ｐ８～Ｐ１０）
○ゆくさおじゃったもした農家民泊（Ｐ14）

   

おもな内容

高原町 第53号
平成27年9月定例会平成27年9月定例会

後川内小学校 稲刈り後川内小学校 稲刈り
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９　月
定例会
９　月
定例会
９　月
定例会

　平成２７年９月定例会は、９月２日から１７日までの１６日間の会期で
開催されました。今回の定例会は、平成２６年度一般会計歳入歳出決算認
定など計９会計の決算認定、平成２７年度補正予算７件、条例３件、専決
処分に係る補正予算の承認２件、人事１件、報告３件、工事請負契約及び
物品購入契約２件、その他２件が提案され、条例１件を除き原案どおり承
認、同意、可決されました。条例１件については、委員会審査、当局によ
る修正を経た後、可決されました。
　また、発議３件を可決、陳情１件を採択しました。

平成26年度一般会計決算歳出額

57億7,656万8千円
歳 出歳 入

町税
　718,739
　　12.2%

繰入金
497,839
8.4%

分担金
負担金
87,412
1.5%

繰越金
35,663
0.6%

その他１
275,052
4.7%

地方交付税
2,635,421　44.7%

依存財源
4,279,290　72.6%

町債
521,858
8.9%

国庫支出金
486,555
8.3%

県支出金
448,009
7.6%

地方
譲与税
73,593
1.2%

その他２
17,931
0.3%

議会費
73,519
1.3%

総務費
1,259,051
21.8%

民生費
1,570,492
27.2%

衛生費
539,141
9.3%

労働費
2,491
0.0%

農林水
産業費
431,591
7.5%

商工費
171,570
3.0%

土木費
408,284
7.1%

消防費
121,616
2.1%

災害復旧費
32,039
0.6%

公債費
795,363
13.8%

教育費
360,811
6.2%

諸支出金
10,600
0.2%

地方消費税
交付金
95,923
1.6%

自主財源

　　　1,614,705

　　　　　27.4%

歳　入
58億9,399万5千円

歳　出
57億7,656万8千円

●町債年度末残高推移

●主要指数
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財政力指数

経 常 収 支
比 率  （％）

公債費比率
　      （％）

実質公債費
比率   （％）

区　　　分

0.219

90.8

10.7

11.9

0.224

92.2

9.7

10.4

平成25年度 平成26年度

0.216

92.3

13.2

13.2

平成24年度

0.227

90.8

13.7

14.1

平成23年度

0.239

90.0

14.4

15.4

平成22年度

0.254

92.0

16.2

16.9

平成21年度

・財政力指数は、１に近いほど財政力が強い。

・経常収支比率は、７５％を超えないことが望ましい。

・公債費率は、低いほど良いとされている。

・実質公債費比率は、１８％以上になると新たな起債には県

　の許可が必要となる。

（単位：千円）（単位：千円）
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議
案
第
40
号
　
高
原
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

陣
　
　
医
師
の
確
保
が
困
難
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
？

Ａ
　
県
内
20
市
町
村
で
設
置
し
て
い
る
宮

崎
県
医
師
確
保
対
策
協
議
会
及
び
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
医
師
確
保
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
ま
た
、
県
が
医
師
と
の
面
談
の
機

会
を
年
２
回
設
け
て
お
り
、
こ
れ
に
参
加

し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
町

独
自
に
地
元
出
身
者
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も

実
施
し
て
い
る
。

温
谷
　
近
隣
自
治
体
の
状
況
は
？

Ａ
　
医
師
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
病
院

も
多
く
、
定
年
と
な
る
年
齢
を
67
歳
あ
る

い
は
70
歳
ま
で
延
長
し
て
い
る
。

中
村
　
該
当
す
る
医
師
に
つ
い
て
は
、
大

学
医
局
に
籍
を
置
い
た
形
で
、
定
年
を
延

長
す
る
の
か
？

Ａ
　
大
学
医
局
に
準
医
局
医
と
し
て
の
籍

を
置
い
て
定
年
を
70
歳
ま
で
延
長
し
、
新

し
い
医
師
の
確
保
を
行
う
。

総 
括 

質 

疑

総 
括 

質 

疑
議
案
第
49
号
　
平
成
27
年
度
高
原
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
２
号
︶

○
介
護
保
険
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て

中
村
　
年
度
途
中
で
の
基
金
へ
の
積
立
で

あ
る
が
、
介
護
保
険
事
業
の
会
計
の
見
通

し
は
？

Ａ
　
本
補
正
は
、
平
成
26
年
度
の
介
護
保

険
給
付
事
業
の
確
定
に
伴
い
、
繰
越
金
が

生
じ
、
こ
れ
を
積
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

本
年
度
事
業
は
、
当
初
予
算
ど
お
り
に
推

移
し
て
お
り
、
現
行
の
予
算
で
十
分
対
応

で
き
る
と
考
え
る
。

議
案
第
50
号
　
平
成
27
年
度
高
原
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
１
号
︶

○
長
寿
検
診
に
つ
い
て

中
村
　
特
定
検
診
等
に
係
る
助
成
に
つ
い

て
、
当
初
予
算
の
時
点
で
予
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
か
？

Ａ
　
広
域
連
合
と
協
議
を
進
め
て
い
た
が
、

当
初
予
算
の
時
点
で
は
確
定
し
て
お
ら
ず
、

予
算
計
上
も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回

の
補
正
に
よ
り
、
区
域
外
の
指
定
診
療
機

関
以
外
で
受
診
し
た
場
合
に
、
本
人
の
申

請
に
よ
り
３
　
６
０
０
円
程
度
を
助
成
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

中
村
　
後
期
高
齢
者
の
中
で
、
当
該
検
診

を
受
診
し
た
人
数
は
？

Ａ
　
平
成
26
年
度
実
績
で
、
長
寿
検
診
の

対
象
者
は
１
　
９
７
０
名
、受
診
率
は
、20

・
６
％
程
度
。
受
診
率
は
県
内
で
も
低
い
。

平
成
25
年
度
比
較
で
受
診
率
は
４
％
向
上

し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
受
診
の
勧
奨
を

積
極
的
に
努
め
た
い
。

中
村
　
受
診
の
啓
発
の
手
法
は
？

Ａ
　
国
保
対
象
者
と
合
わ
せ
て
、
長
寿
検

診
対
象
者
に
対
し
て
は
、
地
域
に
出
向
い

て
会
合
等
に
お
い
て
受
診
を
勧
奨
し
て
い

る
。
日
常
的
に
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と

が
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
医
療
機
関
と
も
連

携
し
て
受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
。

議
案
第
51
号
　
平
成
27
年
度
高
原
町
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

○
清
掃
及
び
医
療
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

清
水
　
委
託
業
務
の
内
容
は
？

Ａ
　
清
掃
委
託
業
務
は
、
通
常
清
掃
に
加

え
、
特
別
清
掃
と
し
て
院
内
の
ゴ
ミ
分
別
、

介
護
浴
槽
及
び
病
棟
一
般
の
清
掃
、
年
２

回
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
、
吐
血
等
の
特
殊
な

清
掃
業
務
で
あ
る
。
３
年
契
約
で
総
額

２
　
１
２
１
万
円
を
限
度
額
と
す
る
。

　
医
療
事
務
委
託
業
務
は
、
特
殊
な
医
療

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、
外
来
医
療
業
務
、

入
院
事
業
、
診
療
報
酬
の
請
求
業
務
、
診

療
材
料
の
管
理
、
受
付
・
会
計
等
の
窓
口

業
務
を
含
む
。
３
年
契
約
で
総
額
４
　
７

８
０
万
円
を
限
度
額
と
す
る
。

陣
　
　
導
入
す
る
医
療
シ
ス
テ
ム
に
関
連

し
、
限
度
額
と
し
て
毎
年
１
　
６
０
０
万

円
程
度
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が
。

Ａ
　
本
委
託
費
用
は
、
委
託
業
者
の
人
件

費
が
主
で
あ
り
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の
導
入

費
用
は
、
本
件
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
医

療
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
し
て
は
、
別
途

審
議
に
諮
る
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
41
号
　
高
原
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
条
例
の
記
載
に
つ
い
て

陣
　
　
事
業
者
を
特
定
せ
ず
全
事
業
者
に

特
定
の
負
荷
を
与
え
る
記
載
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

Ａ
　
必
要
性
に
応
じ
て
い
ず
れ
か
の
時
期

で
改
正
も
検
討
す
る
。
今
回
の
改
正
は
、

個
人
情
報
の
保
護
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

全
事
業
者
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

陣
　
﹁
実
施
機
関
﹂
の
定
義
が
広
範
で
、

定
義
の
条
文
以
降
の
表
現
が
曖
昧
に
な
る

場
合
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

Ａ
　
定
義
の
条
文
に
お
け
る
記
載
は
、
例

示
的
表
記
と
解
釈
し
て
い
る
。
各
条
文
に

お
け
る
実
施
機
関
は
、
特
定
の
機
関
の
み
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を
意
味
す
る
。
不
明
確
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
た
条
文
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
に
応
じ

て
改
正
も
検
討
し
た
い
。

陣
　
　
削
除
等
の
規
定
に
関
し
、
﹁
速
や

か
に
﹂
削
除
等
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
公
文
書
に
は
削
除
等
に
関

し
一
定
期
間
の
保
存
期
間
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

Ａ
　
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
保
存
期
限
年

限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
規
則
と
し
て
整

理
し
て
運
用
す
る
。

益
本
　
個
人
デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
っ
た
場

合
の
訂
正
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
手
続
が
想
定
さ
れ
る
の

か
？

Ａ
　
情
報
公
開
条
例
の
規
則
等
を
準
用
し

な
が
ら
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
決
め
て
い
く
。

益
本
　
訂
正
等
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、

本
人
へ
の
開
示
ま
で
に
要
す
る
期
間
が
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
期
間
が
長
い
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。短
縮
で
き
な
い
の
か
？

Ａ
　
開
示
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、
実

施
機
関
の
決
定
等
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、
基
本
的
に
当
該
自
己
情
報
の
利
用
や

提
供
を
停
止
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

決
定
が
遅
れ
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
が
、

努
め
て
個
人
の
権
利
保
護
に
資
す
る
よ
う

に
運
用
し
て
い
く
。

益
本
　
情
報
公
開
条
例
に
お
い
て
は
、
自

己
情
報
の
写
し
を
取
る
費
用
は
無
料
と
さ

れ
て
い
る
が
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に
お

い
て
は
、
費
用
を
納
入
す
る
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
相
違
が
生
じ
る
理
由

は
？

Ａ
　
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護

条
例
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
写
し
を
取

る
場
合
に
は
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
。
閲
覧
の
み
の
場
合
に
は
、
無
料
で
あ

る
。

益
本
　
個
人
情
報
保
護
審
議
会
と
情
報
公

開
審
査
会
と
は
、
そ
の
構
成
員
を
兼
務
で

き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
兼
務
し
て
い
る
の
か
？

Ａ
　
区
長
会
代
表
、
人
権
擁
護
委
員
代
表
、

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
、
民
生
委
員
代
表

が
い
ず
れ
も
兼
務
し
て
い
る
。

認
定
第
１
号
　
平
成
26
年
度
高
原
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
道
路
行
政
に
つ
い
て

中
村
　
椨
粉
山
〜
皇
子
線
の
橋
梁
工
事
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
度
に
上
部
工
事
を
実

施
し
て
完
成
予
定
と
の
こ
と
で
、
１
億
円

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
部

工
事
は
来
年
度
の
見
通
し
で
あ
る
。
工
期

が
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
。

Ａ
　
平
成
26
年
度
に
入
口
道
路
の
整
備
を

実
施
し
た
が
、
下
部
工
事
ま
で
の
予
算
措

置
が
さ
れ
な
か
っ
た
。
平
成
27
年
度
に
つ

い
て
は
下
部
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
国
か
ら
の
予
算
措
置
が
要
望
額
に

達
し
て
い
な
い
。
平
成
28
年
度
に
上
部
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
村
　
総
合
運
動
公
園
か
ら
県
道
へ
抜
け

る
道
路
工
事
が
中
断
し
て
い
る
。
こ
の
道

路
は
、
特
に
広
原
方
面
か
ら
の
中
学
生
の

通
学
路
と
し
て
利
用
で
き
負
担
が
軽
減
で

き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ
　
１
名
の
方
と
用
地
交
渉
を
行
い
、
了

解
が
取
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
順
次
整
備

を
実
施
し
て
い
く
。

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

中
村
　
民
間
保
育
所
で
は
延
長
保
育
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
公
立
保
育
所
に
お
い

て
は
保
護
者
か
ら
実
施
の
要
望
は
？

Ａ
　
延
長
保
育
に
係
る
補
助
制
度
に
つ
い

て
、
私
立
保
育
園
は
、
補
助
制
度
を
利
用

で
き
、
延
長
保
育
を
実
施
い
た
だ
い
て
い

る
。
公
立
保
育
園
に
は
補
助
制
度
の
適
用

が
な
い
。
延
長
保
育
に
つ
い
て
の
要
望
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
突
発
的
に
延
長
保

育
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
職
員

が
時
間
外
で
対
応
し
て
い
る
。

中
村
　
延
長
保
育
で
き
る
こ
と
の
周
知
は
？

Ａ
　
18
時
半
ま
で
の
開
所
時
間
を
基
本
に

運
営
し
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
の
希
望
を

正
式
に
承
っ
て
い
な
い
が
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

中
村
　
川
南
町
で
は
、
18
歳
ま
で
医
療
費

助
成
を
強
化
し
て
い
る
。
都
農
町
に
お
い

て
も
、
年
次
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
対
応
は
？

Ａ
　
財
源
の
確
保
が
難
し
い
事
業
で
あ
る
。

平
成
28
年
度
予
算
の
重
点
施
策
と
し
て
検

討
し
、
年
次
的
に
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

中
村
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
状
況
は
？

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
空
き
家
を
除
去

・
改
修
す
る
際
に
補
助
が
実
施
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
取
り
組
み
は
？

Ａ
　
空
き
家
バ
ン
ク
は
昨
年
度
５
件
の
利

用
実
績
が
あ
っ
た
。
空
き
家
除
去
・
改
修

に
つ
い
て
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
農
村
建

設
課
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

中
村
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
登
録
数
を
増
や
す
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、取
り
組
み
は
？

Ａ
　
平
成
25
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
、

現
在
ま
で
に
21
件
の
登
録
が
あ
っ
た
。
不

動
産
会
社
へ
の
仲
介
の
形
で
運
用
し
て
お

り
、
不
動
産
会
社
や
区
長
等
の
情
報
を
も

と
に
登
録
を
実
施
し
て
い
る
。

○
職
員
手
当
に
つ
い
て

松
元
　
職
員
手
当
の
う
ち
、
時
間
外
勤
務
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手
当
の
増
加
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
が
、

内
訳
は
？

Ａ
　
衆
議
院
議
員
選
挙
と
町
制
80
周
年
記

念
事
業
等
に
よ
る
勤
務
時
間
の
増
が
大
き

い
。
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
課

長
会
等
を
通
じ
て
十
分
に
注
意
喚
起
し
て

い
く
。

○
不
能
欠
損
に
つ
い
て

清
水
　
町
税
、
保
育
料
等
の
不
能
欠
損
に

関
す
る
説
明
を
？

Ａ
　
町
税
に
つ
い
て
は
、
３
３
７
件
、
３
０

６
万
７
　
５
０
７
円
を
不
能
欠
損
と
し
て

処
理
し
て
い
る
。
執
行
停
止
後
３
年
経
過

し
た
も
の
が
43
件
、
20
万
７
　
７
４
０
円
、

消
滅
時
効
５
年
経
過
し
た
も
の
が
２
９
４

件
、
２
８
５
万
９
　
７
６
７
円
を
不
能
欠

損
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

　
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
22
名
分
、
２
１

４
件
、
２
５
４
万
１
　
２
２
０
円
を
不
能

欠
損
処
理
し
て
い
る
。
全
て
消
滅
時
効
５

年
経
過
の
も
の
で
あ
る
。

認
定
第
４
号
　
平
成
26
年
度
高
原
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

中
村
　
本
町
は
、
医
療
費
が
高
い
方
に
位

置
し
、
当
局
も
特
定
健
診
率
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
運
動
不
足
を
感
じ
つ

つ
日
頃
か
ら
運
動
し
て
い
な
い
方
々
に
対

す
る
働
き
か
け
は
？

Ａ
　
ほ
ほ
え
み
館
に
お
い
て
、
肩
こ
り
、

腰
痛
予
防
教
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

等
、
運
動
を
利
用
し
た
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
健

康
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
、
町
内
３
地

区
を
指
定
し
て
運
動
に
対
す
る
認
識
を
深

め
る
集
会
を
開
催
し
て
い
る
。
茶
飲
み
場

に
も
運
動
指
導
を
導
入
し
て
い
き
た
い
。

○
決
算
額
に
つ
い
て

温
谷
　
国
庫
支
出
金
等
に
つ
い
て
、
補
正

で
減
額
措
置
し
た
一
方
、
決
算
で
は
２
千

万
円
余
り
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
？

Ａ
　
３
月
議
会
に
上
程
す
る
予
算
の
締
切

は
１
月
で
あ
り
、
早
い
時
期
に
補
正
予
算

を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
。
財
政
調
整
交
付
金
等
も

年
度
末
に
な
ら
な
い
と
確
定
し
な
い
こ
と

も
要
因
で
あ
る
。

温
谷
　
一
般
会
計
に
対
す
る
影
響
が
大
き

い
と
考
え
る
が
。

Ａ
　
本
事
業
は
、
決
算
額
を
基
に
翌
年
度

精
算
す
る
形
で
運
用
し
て
お
り
、
一
般
会

計
に
直
接
影
響
し
な
い
と
考
え
る
。

認
定
第
５
号
　
高
原
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

中
村
　
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
総

合
事
業
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
介
護
保
険
他
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
平
成
26
年

度
は
、
１
　
１
３
９
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

要
支
援
１
・
２
の
方
の
介
護
給
付
費
が
事

業
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
平

成
29
年
度
か
ら
本
件
は
総
合
事
業
に
移
行

し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

中
村
　
総
合
事
業
に
移
行
す
る
ま
で
の
猶

予
期
間
の
取
り
組
み
は
？

Ａ
　
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
は
、

地
域
支
援
事
業
の
中
の
総
合
事
業
に
組
み

込
ん
で
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

中
村
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て

は
、
基
本
報
酬
が
６
％
削
減
さ
れ
、
５
割

近
く
の
施
設
が
赤
字
で
あ
る
。
小
規
模
特

養
施
設
に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
進
捗

状
況
は
？

Ａ
　
本
年
５
月
に
申
請
を
受
け
付
け
、
６

月
に
受
付
を
完
了
し
、
現
在
書
類
審
査
等

を
実
施
し
て
い
る
。
選
定
委
員
と
し
て
７

名
を
予
定
し
て
お
り
、
９
月
下
旬
に
決
定

す
る
。

認
定
第
６
号
　
高
原
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
決
算
額
に
つ
い
て

温
谷
　
歳
入
額
と
歳
出
額
と
の
差
額
が
大

き
い
。
補
正
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
予
算
額
以
上
の

執
行
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
の
支

出
と
か
け
離
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
予
算
の

有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
適
宜
補
正
を
行

う
の
が
通
常
と
も
考
え
る
。
今
後
検
討
す

る
。
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
執

行
目
的
が
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
予
算
枠

の
範
囲
内
で
執
行
で
き
れ
ば
よ
い
と
い
う

考
え
方
も
あ
る
。

認
定
第
８
号
　
高
原
町
病
院
事
業
決
算
認
定

○
運
営
費
に
つ
い
て

中
村
　
公
立
病
院
の
運
営
費
の
交
付
税
措

置
に
つ
い
て
、
算
定
基
礎
を
稼
働
病
床
数

に
見
直
す
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
本
件
に
つ
い
て
は
、
県
内
で
今
後
検

討
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
現
段
階
で
情
報

不
足
の
点
も
あ
る
。
そ
の
内
容
を
受
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

中
村
　
医
師
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
大
学
医
局
の
対
応
は
？

Ａ
　
自
治
体
独
自
に
確
保
に
取
り
組
ん
で

欲
し
い
と
の
声
も
あ
り
、
町
と
し
て
も
地

元
出
身
者
を
中
心
に
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
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承認第５号　平成２７年度高原町一般会計補正予算（第３号）　補正の内容

科　　　　　　　　目 金　　額 財　　源

災害復旧費（農道４箇所、水路３箇所） ２７０万円 一般財源

承認第６号　平成２７年度高原町一般会計補正予算 （第４号）　補正の内容

科　　　　　　　　目 金　　額 財　　源

災害復旧費（道路３箇所） ２９万９千円 一般財源

議案第４６号　平成２７年度高原町一般会計補正予算 （第５号）　補正の主な内容

金　　額 財　　源科　　　　　　　　目

① 議会費（高原町活性化対策特別委員会関係） ８８万３千円

４５万１千円

２０万円

１４１万６千円

３８４万７千円

６６７万８千円

１３４万２千円

９８万円

３７０万１千円

２３０万円

４万４千円

　　　　△７０万円

　　　７４万４千円

７１３万円

　　３９６万７千円

　　３１６万３千円

　　　　　１７万円

１，２００万円

１，４００万円

１５０万円

１０万円

２１１万円

一般財源

県支出金、一般財源

一般財源

一般財源

国庫支出金

一般財源

国庫支出金、一般財源

繰入金、一般財源

県支出金、一般財源

一般財源

県支出金、一般財源

繰入金、一般財源

県支出金、町債

一般財源

一般財源

一般財源

県支出金、一般財源等

② 悪質商法防止パンフレット等作成費

③ テレビアニメを活用したＰＲ事業費

④ 電子計算管理費

⑤ 社会保障・税番号制度関係事業費

⑥ 国、県への償還金等

⑦ 延長保育促進事業補助金

⑧ 農業振興費

⑨ 園芸振興費

⑩ 農道整備費（維持補修）

⑪ 林業振興費

　 内訳　　シカ捕獲促進事業

　 　　　　有害鳥獣捕獲対策事業

⑫ 商工費

内訳　　工業団地草刈り委託費

フリーウェイ工業団地企業立地促進補助金

商工業祭支援補助金

⑬ 御池キャンプ村備品改修費、皇子港進入路改修費

⑭ 道路維持費

⑮ 高原町住宅リフォーム促進事業費

⑯ 高原中学校剣道部　九州・全国大会出場補助金

⑰ 農地災害復旧費

７１４万円 県支出金、一般財源等⑱ 農業用施設災害復旧費

５００万円 国庫支出金、一般財源等⑲ 公共土木施設災害復旧費

議案第５２号　平成２７年度高原町一般会計補正予算 （第６号）　補正の主な内容

金　　額 財　　源科　　　　　　　　目

① ふるさと納税特産品贈呈事業

② ふるさと振興事業費積立金

③ 皇子原公園老木伐採、舗装面・看板整備費

④ 道路維持費

⑤ 高原中学校剣道部　九州・全国大会出場補助金

６，１９９万６千円

６，５３９万円

２５１万円

４００万円

３４万８千円

一般財源

一般財源

一般財源

一般財源

一般財源
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平成２７年９月定例会（第４回）議決結果

件　　名

議 

決 

結 

果

議案番号

①
陣       

圭  
介

②
反  

田  
吉  
已

③
北  
迫       

泉

④
中  
村       

昇

⑤
温  

谷  

文  

雄

⑥
益  

本  

一  

博

⑦
松  

元  

茂  

春

⑧
清  

水  

公  

雄

⑨
入  

佐  

廣  

登

⑩
宮  

司

同意第２号

承認第５号

承認第６号 

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

議案第４３号

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

認定第１号 

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

認定第９号

発議第３号 

発議第４号

発議第５号

陳情第１号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
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教育委員会の委員の任命について 

専決処分について（専決第５号）　平成２７年度高原町一般会計
補正予算（第３号）
専決処分について（専決第６号）　平成２７年度高原町一般会計
補正予算（第４号）

高原町税条例の一部を改正する条例

高原町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

高原町個人情報保護条例の一部を改正する条例

工事請負契約について

財産の取得について

分担金を徴収すべき事業について

物品購入契約について

平成２７年度高原町一般会計補正予算（第５号）

平成２７年度高原町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度高原町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成２７年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度高原町病院事業会計補正予算（第１号）

平成２７年度高原町一般会計補正予算（第６号）

平成２６年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について

平成２６年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決
算認定について
平成２６年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定
について
平成２６年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて
平成２６年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて
平成２６年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

平成２６年度高原町水道事業決算認定について

平成２６年度高原町病院事業決算認定について

平成２６年度高原町工業用水道事業決算認定について

承認 

同意

承認

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

採択 

高原町議会傍聴規則の一部を改正する規則

高原町活性化対策特別委員会設置に関する決議

児童養護施設「石井記念神武の家」建設にともなう道路整備につ
いて

高原町議会会議規則の一部を改正する規則



９
月
議
会
は
、３
名
の
議
員
が
質
問
を
行
い
、町
政

に
つ
い
て
執
行
部
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一   

問

質

般

こ
こ
が

聞
き
た
い
!!

陣
　
　
圭
介
議
員

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
簡
易
的
な
返
礼
を
メ
ニ
ュ
ー

　
　
に
追
加
で
き
な
い
か
。

　
　
他
自
治
体
の
情
報
収
集
に
努

　
　
め
、
関
係
部
署
で
研
究
・
検

討
を
重
ね
、
協
議
会
で
審
議
す
る
。

　
　
寄
附
金
の
各
使
途
が
限
定
的

　
　
す
ぎ
る
。
町
民
の
方
々
が
基

金
を
広
く
活
用
で
き
、
将
来
を
見

据
え
た
基
盤
整
備
の
た
め
に
、
柔

軟
な
姿
勢
で
寄
附
金
を
活
用
で
き

る
仕
組
み
の
構
築
、
周
知
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
基
金
の
活
用
に
つ
き
、
周
知
、

　
　
検
討
し
て
い
く
。

○
ご
み
行
政
に
つ
い
て

　
　
霧
島
美
化
セ
ン
タ
ー
の
廃
棄

　
　
物
受
け
入
れ
終
了
後
の
ご
み

処
理
の
方
針
又
は
計
画
は
。

　
　
小
林
市
、
え
び
の
市
に
不
燃

　
　
ご
み
搬
入
の
検
討
を
お
願
い

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
受
け
、

具
体
的
に
協
議
す
る
。

　
　
最
終
処
分
場
廃
止
後
の
跡
地

　
　
利
用
に
つ
い
て
、
方
針
又
は

計
画
は
。

　
　
現
時
点
で
白
紙
。
本
町
と
小

　
　
林
市
と
の
間
で
今
後
、
県
内

外
の
先
進
地
の
事
例
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

○
公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
　
道
の
駅
に
つ
き
、
総
事
業
費

　
　
10
億
円
程
度
の
も
の
を
建
設

す
る
計
画
で
あ
る
と
の
こ
と
。
十

分
に
リ
サ
ー
チ
し
た
上
で
の
計
画

な
の
か
疑
問
で
あ
る
。
町
長
の
方

針
は
。

　
　
基
本
構
想
策
定
の
段
階
で
、

　
　
可
能
な
限
り
、
必
要
性
を
十

分
に
説
明
で
き
る
内
容
を
検
討
す

る
。

　
　
地
権
者
と
の
交
渉
金
額
等
、

　
　
費
用
的
な
見
通
し
は
。

　
　
基
本
構
想
策
定
前
で
あ
る
た

　
　
め
、
現
時
点
で
は
公
表
で
き

な
い
。

　
　
基
本
構
想
策
定
の
体
制
は
。

　
　
各
団
体
の
代
表
者
等
で
構
成

　
　
さ
れ
る
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
町
民
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
施
設
整
備
に
関
す
る
進
捗
は
。

　
　
道
の
駅
は
、
基
本
構
想
策
定

　
　
事
業
者
と
業
務
委
託
契
約
を

締
結
し
た
段
階
。
総
合
体
育
館
は
、

基
本
計
画
策
定
調
査
委
託
事
業
を

発
注
し
た
段
階
。

○
地
方
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
　
総
合
戦
略
策
定
に
お
け
る
町

　
　
民
の
関
与
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
審
議
会
で
目
標
及
び
基
本
方

　
　
針
を
審
議
、
町
民
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
意
見
交
換
会
の
開
催
も

検
討
し
て
い
る
。
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中
村
　
　
昇
議
員

○
防
災
対
策

　
　
「
高
原
町
建
築
物
耐
震
改
修

　
　
促
進
計
画
」
が
最
終
年
度
に

な
る
が
、
防
災
拠
点
施
設
の
役
場

庁
舎
の
耐
震
化
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
庁
舎
耐
震
診
断

　
　
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

１
階
か
ら
３
階
は
耐
震
性
能
が
低

く
補
強
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
は

耐
震
補
強
又
は
庁
舎
新
築
工
事
等

の
検
討
を
行
う
。

○
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

を　
　
昨
年
９
月
議
会
で
検
討
す
る

　
　
と
し
て
い
た
が
、
町
の
計
画

で
も
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
地
震
に
対
す
る
危
険
性
を
十
分

に
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、

地
域
の
危
険
度
に
つ
い
て
周
知
を

図
る
」
と
し
て
い
る
。
マ
ッ
プ
の

作
成
を
。

　
　
来
年
度
の
予
算
で
検
討
し
た

　
　
い
。

○
消
防
団
員
の
警
戒
活
動
手
当

の
見
直
し
を

　
　
消
防
団
員
が
行
う
捜
索
活
動

　
　
や
土
石
流
等
の
警
戒
活
動
は

数
日
か
ら
数
十
日
に
及
び
、
仕
事

を
休
ん
で
の
出
動
は
団
員
の
家
庭

の
大
き
な
経
済
的
負
担
に
な
る
。

今
、
２
５
０
０
円
で
あ
る
が
、
他

市
は
４
７
０
０
円
の
と
こ
ろ
も
あ

り
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　
　
長
時
間
の
活
動
に
対
す
る
費

　
　
用
弁
償
等
の
支
給
基
準
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

○
教
育
行
政
　

　
　
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

　
　
岩
手
県
矢
巾
町
の
男
子
生
徒

　
　
の
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
し
た

と
み
ら
れ
る
問
題
に
つ
い
て
ど
う

受
け
と
め
ら
れ
、
そ
の
対
応
は
。

　
　
学
校
の
い
じ
め
に
対
す
る
認

　
　
識
が
甘
く
、
組
織
的
な
対
応

も
な
く
、
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

対
応
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
人
権

や
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
教
職

員
の
い
じ
め
の
認
知
や
組
織
的
対

応
の
徹
底
と
方
針
の
確
認
を
指
導

す
る
。

○
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　
「
温
泉
行
き
」
が
ほ
し
い
な

　
　
ど
の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
新
規

の
運
行
に
も
温
泉
経
由
が
あ
れ
ば

経
済
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
が
。

　
　
十
分
検
討
し
た
い
。

議会だより No.539

ここが聞きたい　　　問＆答



益
本
　
一
博
議
員

○
畑
か
ん
事
業
を
高
原
町
農
業

の
起
爆
剤
に
！
！

　
　
畑
か
ん
事
業
の
成
果
を
ど
の

　
　
よ
う
に
活
用
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。
今
後
の
農
業

経
営
形
態
は
ど
の
よ
う
な
形
が
望

ま
し
い
の
か
。
ど
の
よ
う
な
作
物

を
奨
励
し
て
い
く
の
か
。

　
　
農
地
の
集
積
に
よ
る
大
区
画
、

　
　
農
地
貸
借
に
よ
る
規
模
拡
大
、

機
械
導
入
に
よ
る
省
力
化
を
図
る
。

畑
か
ん
の
水
を
活
用
で
農
業
所
得

の
安
定
を
目
指
す
。
施
設
野
菜
や

露
地
野
菜
を
推
進
す
る
。

　
　
集
落
営
農
組
織
の
未
組
織
地

　
　
区
の
組
織
化
方
針
は
。

　
　
中
央
地
区
は
、
畑
が
広
が
り

　
　
水
田
の
点
在
、
農
業
振
興
地

域
外
の
農
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
補

助
事
業
等
の
活
用
が
見
込
め
な
い
。

田
に
加
え
畑
も
視
野
に
入
れ
た
集

落
営
農
組
織
を
作
る
。

　
　
町
内
で
農
業
生
産
法
人
を
育

　
　
成
す
る
方
針
は
。

　
　
園
芸
農
家
に
お
い
て
も
法
人

　
　
経
営
を
検
討
し
て
い
る
農
業

者
が
お
り
、
支
援
す
る
。

　
　
適
地
適
作
の
観
点
か
ら
の
基

　
　
盤
整
備
も
考
え
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
鹿
児
山
地
区
は
、
ご
ぼ
う
の

　
　
作
付
け
も
盛
ん
な
の
で
表
土

の
厚
み
を
１
・
２
ｍ
確
保
す
る
計

画
を
し
て
い
る
。
耕
作
者
の
方
々

が
耕
作
し
や
す
い
基
盤
整
備
を
実

施
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
基
盤
整
備
に
係
る
個
人
負
担

　
　
は
10
ａ
当
た
り
５
万
円
以
下

の
説
明
だ
っ
た
。
こ
れ
を
超
え
る

負
担
が
生
じ
た
場
合
は
、
町
と
し

て
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
基
盤
整
備
の
単
価
が
ア
ッ
プ

　
　
し
な
い
よ
う
進
め
て
参
り
た

い
。

　
　
畜
産
業
へ
の
畑
か
ん
水
の
利

　
　
用
が
可
能
か
。

　
　
制
度
上
の
中
で
の
変
更
を
求

　
　
め
て
参
り
た
い
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
危
険
性
を

問
う
！
！

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
準
備

　
　
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
住
民
票
コ
ー
ド
の
「
個
人
番

　
　
号
」
へ
の
変
換
の
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
行
な
っ
た
。

　
　
町
民
周
知
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　
の
内
容
は
。

　
　
制
度
に
係
る
小
冊
子
を
全
戸

　
　
配
布
し
た
。
「
広
報
た
か
は

る
」
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

　
　
「
カ
ー
ド
」
の
管
理
保
管
は

　
　
高
齢
者
等
に
は
困
難
。
紛
失
、

盗
難
・
損
壊
等
の
場
合
の
リ
ス
ク

や
犯
罪
に
対
す
る
対
応
と
そ
れ
を

防
ぐ
手
立
て
は
。

　
　
対
処
方
法
を
認
知
さ
れ
る
よ

　
　
う
適
宜
広
報
し
て
い
く
。

「
カ
ー
ド
」
の
管
理
は
、
保
険
証

な
ど
と
同
様
の
認
識
を
持
ち
、
住

民
自
ら
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
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議会だより No.5311

平成27年度高原町議会研修講演会を開催いたしました。平成27年度高原町議会研修講演会を開催いたしました。

高原町議会　各常任委員会　所管事務調査報告

　

10
月
28
日
︵
水
︶
、
ほ
ほ
え
み
館
中
研
修
室
に

お
い
て
、
中
央
学
院
大
学
教
授　

福
嶋
浩
彦
氏
を

お
招
き
し
、
地
方
創
生
に
関
す
る
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

演
題
を
﹁
住
民
か
ら
出
発
す
る
地
方
再
生
を
﹂

と
し
、
人
口
を
奪
い
合
う
自
治
体
間
競
争
で
は
な

く
、
人
口
減
少
の
中
で
持
続
可
能
な
仕
組
み
の
構

築
や
、
公
共
施
設
の
複
合
化
・
多
機
能
化
の
必
要

性
と
、
徹
底
し
た
住
民
視
点
の
自
治
体
運
営
の
重

要
性
等
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

※
 

参
加
者
・・・
議
会
、区
長
会
、役
場
関
係
者
、

　
　
　
　
　
　

      

町
内
商
工
関
係
者
等　

85
名

　文教厚生常任委員会は、７月１７日、下記３

項目について所管事務調査を行いました。

　①　保育士人材バンクの設置等について

　　（町民福祉課への聞き取り）

　　・近隣自治体（えびの市）の状況について

　　・設置に向けた準備状況について

　　・設置に向けた課題等

　②　高原町子育て支援センターについて

　　（町民福祉課への聞き取り、現地調査）

　　・利用状況について

　　・担当保育士について

　　・活動内容について

　③　保育園の現地調査（並木保育園）

　　・保育園の概要等について

　　・保育士について

　　・施設見学

　文教厚生常任委員会は、７月１７日、下記３

項目について所管事務調査を行いました。

　①　保育士人材バンクの設置等について

　　（町民福祉課への聞き取り）

　　・近隣自治体（えびの市）の状況について

　　・設置に向けた準備状況について

　　・設置に向けた課題等

　②　高原町子育て支援センターについて

　　（町民福祉課への聞き取り、現地調査）

　　・利用状況について

　　・担当保育士について

　　・活動内容について

　③　保育園の現地調査（並木保育園）

　　・保育園の概要等について

　　・保育士について

　　・施設見学

ふるさと納税の状況

年度

２３

２４

２５

２６

２７※

５件

６件

１１件

４，３７６件

１８，５１１件

１２６，０００円

１，１７０，０００円

２５０，０００円

６３，６５３，４３２円

１９９，０５２，０４６円

件数 納税額

※平成27年度は11月8日現在

福嶋 浩彦氏

文教厚生常任委員会総務経済常任委員会

　総務経済常任委員会は、７月２３日、高原町

ふるさと納税推進協議会との意見交換を行いま

した。

　平成２５年度までは、寄付者に対して、お礼

状とポストカードをお返ししておりましたが、

平成２６年度から町の特産品を寄付金の半額相

当お返しすることになり、現在に至りました。

　今年は、２億円の寄付を目指しています。

　総務経済常任委員会は、７月２３日、高原町

ふるさと納税推進協議会との意見交換を行いま

した。

　平成２５年度までは、寄付者に対して、お礼

状とポストカードをお返ししておりましたが、

平成２６年度から町の特産品を寄付金の半額相

当お返しすることになり、現在に至りました。

　今年は、２億円の寄付を目指しています。
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議会報告会議会報告会議会報告会
高原町議会 平成27年度 第1回

　高原町議会は、開かれた議会を目指し、議会の説明責任を果たすために、議会

基本条例に基づき、昨年度より議会報告会を開催しています。

　本年度は、町内１０会場で議会報告会を開催し、２３７名の参加をいただきま

した。ありがとうございます。

　各会場では、平成２６年度の決算報告、各常任委員会及び特別委員会の活動報

告を行った後、参加いただいた町民の方々から様々なご意見、ご提言をいただき

ました。

10月13日

10月14日

10月19日

10月26日

10月29日

下麓・蒲牟田

花堂・小塚

下広原 中平・湯之元・祓川

上後川内・下後川内

・川平

北狭野・南狭野

１０名

２２名

１１名

２９名

１９名

並木・常盤台

上麓

出口・鹿児山

上広原・西広原

５５名

３５名

１５名

３５名

６名

開催日 対象地区 出席者数 対象地区 出席者数

を開催しました。

○10月13日 並木・常盤台地区

○10月14日 上麓地区○10月26日 上後川内、下後川内、川平地区
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高原町活性化対策特別委員会が設置されました。

　本町は、全国の過疎地域と同様、少子高齢化が進み、定住対策は急務の課題となっています。

直接的施策や間接的な施策を総合的に融合させ、町の活性化を図ることが肝要です。

　国においては、地方創生に関する関連法が制定され、地方創生に関する緊急的取り組みに対す

る措置がなされています。

　地方においては、地方創生に関する市町村総合戦略を策定し、諸施策の推進及び効果・検証等

の段階において十分に議論するように求められています。

　現在、本町では、少子化に対する子ども・子育て支援対策の充実、児童数の減少に伴う学級編

成や学力向上対策、学校環境の整備等も町の大きな課題でもあります。

　さらには、農業においては、高齢化と相まって農業後継者不足による農地の管理運営と営農組

合の法人化も課題となっております。

　このような中で、本町では、現存施設の老朽化に伴う屋内総合体育館整備構想や道の駅構想も

現在策定中であります。

　高原町議会においては、高原町が将来にわたり、魅力的で活力にあふれる「まち」として持続

していけるよう、総合戦略の重要性を強く認識し、地方創生の諸施策への対応を総合的に検討す

るため、この特別委員会が設置されたものであります。

１　名　　　称…高原町活性化対策特別委員会
２　設置の根拠…地方自治法第１０９条及び高原町議会委員会条例第４条
３　目　　　的…地方創生を進める中で町民の付託と信頼に応えるため、ふるさと
　　　　　　　　「たかはる」の活性化と充実に必要な事項についての調査研究と
　　　　　　　　検討を行う。
４　委員の定数…９人（議長を除く）
５　設 置 期 間…平成２７年９月３日から調査研究終了まで

　多数のご意見、ご提案等をいただきましてありがとうございます。今回掲載できなか

ったご意見等につきましては、議員全員で共有し、対応を決定させていただきます。

　また、決定した内容につきましては、改めて発行する「議会だより特別号」に掲載さ

せていただきますので、発行までしばらくお待ち下さい。

　なお、ご要望として承った内容につきましては、議員全員で共有し、取りまとめた後、

当局に申し入れいたします。

議会報告会でいただいた主なご意見議会報告会でいただいた主なご意見
Ｑ　道の駅を建設することは決定しているのか？また、これに対する議会の姿勢は？

Ａ　議会としては、作ることを前提とした予算決議はしていない。当局は、現在、基本構想

　を策定しているところである。道の駅の構想や管理・運営等の体制、道の駅整備の目的や

　実現性等について、当局から示されなければ、議会としては判断ができない。

　　議会としては、９月定例会において、特別委員会を設置した。この特別委員会で調査項

　目を決め、県内外の道の駅の実態を議会自ら調査し、比較・検討して判断材料としていく

　方針である。

Ｑ　建設予定地は、更地の状態で買うのが基本ではないのか？

Ａ　議会としても、更地で買うのが基本という考え方で、当局に説明済である。

Ｑ　総合体育館の建設についてはどうか？

Ａ　体育館の規模の決定や必要性について、調査委託費を決定した段階である。道の駅と同

　様に、特別委員会で議会自ら調査し、また、議会基本条例に基づき、精査、協議していく。
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◇
議
員
１
年
生
と
し
て
初
め
て

の
決
算
議
会
を
経
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し
ま
し
た
。

ぶ
厚
い
決
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書
を
短
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し
て
本
会
議
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必
要
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日
一
日
が
ま
た
た
く
間

に
過
ぎ
て
参
り
ま
す
。
◇
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取
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。
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れ
る
も
の
で
す
。
議
会
に

も
特
別
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本
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の
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る
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ま
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ま
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と
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ち
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し
上
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て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
陣 

圭
介
筆
）

あ

と

が

き

あ

と

が

き

ゆくさ
　おじゃったもした !
ゆくさ
　おじゃったもした !

農家民泊農家民泊農家民泊農家
民泊

江田さん

大迫さん

　子どもたちが牛に触れたり、農作業に素直に感銘
してくれるのが嬉しいです。農業体験を通じて、普
段何も気にせず口にしている野菜や肉のありがたさ、
食の大切さを伝えていきたいと思います。
　　　　（江田支征さん・美知子さん…下広原・東）

　農家民泊を体験する生徒さんには、その時々の農
作業を体験していただきながら、高原町の観光地も
案内しています。食事についても、郷土料理を一緒
に調理しながら、和やかな雰囲気の中で楽しませて
いただいています。
　民泊を通じて、離れている孫と同年代の生徒さん
たちから、元気をいただいていますし、民泊受入農
家が増えることを望んでいます。
　（大迫マチさん・恒作さん…北狭野・上新地馬場）
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